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所とした．
2 . 2   調査期間
　平成23年11月～平成24年1月．



























2 . 5   分析方法
　事業所の属性および排尿方法については，事業所
ごとに割合を算出し平均値を求めた．そして，排尿























2 .  研究方法








 *1 川崎医療福祉大学大学院　医療福祉学研究科　保健看護学専攻　*2 川崎医療福祉大学　医療福祉学部　保健看護学科





































3 . 3   事業所における排尿管理の状況









































図 2 訪看における排尿管理の際に必要としている情報(複数回答) 




















































4 .  考察







図 3 居宅における排尿管理の際に必要としている情報(複数回答) 
















よくある 少しある ほとんどない 全くない 無回答
訪看 7（17.1） 　18（43.9） 　10（24.4） 　6（14.6） 0（0.0）
居宅 8（5．8） 63（45.3） 36（25.9） 30（21.6）  2（1.4）
訪看 　1（2.4） 　12（29.3） 10（24.4） 18（43.9） 0（0.0）
表2  排尿日誌活用と残尿測定実施の状況　居宅n=139・訪看 n= 4
排尿日誌の活用状況　件(%)
残尿測定の実施状況　件(%)






4 . 2    尿失禁を持つ要在宅高齢者の実態と排尿援助
における課題
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